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各　地本・単組・総支部　執行委員長　様
自治労北海道本部
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　執行委員長　　大　出　彰　良
道本部社会福祉評議会　　　　　　　

議　　長　　種　谷　文　秀
（自治体政策部・社会福祉評議会）
第37回全国保育集会の開催について
日頃から職場・地域におけるご奮闘に対し心より敬意を表します。
さて、第37回全国保育集会については、2016年7月29～31日の日程で新潟県新潟市にて開催されます。集会の概要が決まりましたのでお知らせします。各単組におかれましては、大変お忙しい時期かとは思いますが、本集会参加に向けた保育関係組合員への積極的な働きかけをお願いします。
また、本集会において実践レポートに基づいた討論（2日目・3日目分科会）を予定しております。充実した討論のために各県本部に対して2本以上のレポート提出が求められておりますので、各参加者の積極的な提出をお願いします。
記

１．開催日時
　〇集会名　「自治労第37回全国保育集会」

　〇キャッチコピー　「来なせや新潟！　トキめけ未来の子どもたち！

　笑顔で語ろう子どもの明日を！！」
　〇予定総参加数　　1，500人程度

　〇集会のねらい

　　　子ども・子育て支援新制度が2015年4月1日から本格実施されました。新制度は、保育士の処遇改善をはじめとする「質の改善」と「量的拡充」は車の両輪として取り組むとしていますが、待機児童対策や保育・教育現場の人材不足など問題が山積する中、現場では教育・保育の質を高めるための取り組みが日々、進められています。本集会では、こうした状況を受けて、すべての子どもの最善の利益が保障される社会を実現するための意思統一をはかります。
　

２．開催日時　　　　2016年7月29日（金）13時00分～31日（日）12時00分（ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸを除く）
３．会　　場　　　〇7月29日：第1日目の全体集会場

　　　　　　　　　　新潟県民会館　（新潟県新潟市中央区一番堀通町３－１３）

　　　　　　　　　〇7月30日：第2日目の分科会会場

　　　　　　　　　　新潟市内の公共施設、ホテル等に分散

〇7月31日：第3日目の分会会場　　　　　　　　　　　
新潟市内の公共施設、ホテル等に分散
４．日程（予定）

＜第1日目：7月29日(金)：全体集会＞

　13：30～開会　　　あいさつ

　　　　　　　　　　地元アトラクション

　　　　　　　　　　（佐渡市役所「鼓志の会」による「鬼太鼓（おんでこ）」

　　　　　　　　　　基調報告（自治労本部社会福祉評議会保育部会）
　　　　　　　　　　記念講演

　　　　　　　　　　　「絵本と木の実の美術館・空間絵本の世界へ（仮）」

　　　　　　　　　　　講師：絵本作家　田島　征三　さん
　17：35　　全体会閉会

　　　　　　　※　今回は男性保育士交流会は開催しません。
＜第2日目：7月30日（土）：分科会＞

　　9：30～16：30　　講演、レポート報告、グループ討議など
　　　　　　　　　　【別紙１：分科会案】をご参照願います。　　
＜第3日目：7月31日(日)：分科会・ステップアップ講座・ワークショップ・フィールドワーク＞

　9：30～12：00　　（フィールドワークは17：00頃まで）
　　　　　　　　　　【別紙１：分科会案】【別紙２：フィールドワーク行程表】をご参照下さい。
　※企画内容によっては、都合により時間が延びる、あるいは短くなることもあります。

　※フィールドワークは最小催行人数に満たない場合には中止とさせていただく場合があります。

５．職場や組合での実践レポート要請
　2日目の各分科会構成は、各県、単組からの実践レポートを中心に行われる予定となっています。

　本部より、各県本部に２本以上の要請がきていますので、積極的なレポート提出をお願いします。レポート集は当日の集会資料として配付されます。
（１）レポートの内容例　※下記以外のテーマでもかまいません。

　・教育・保育施設における防災対策（避難訓練、防災備品などの）の取り組み

　・子ども・子育て支援新制度スタート後の県本部・単組の取り組み

　・幼保連携型認定こども園の現状・課題と移行に向けた取り組み

　・乳児保育、延長保育、休日保育拡充の実践的取り組み
　・病児保育の実践的取り組み
　・待機児童問題の解決に向けた実践的取り組み

　・子育て支援センター機能、一時保育など、地域に開かれた保育所の子育て支援の実践的取り組み

　・市町村の子育て支援、教育・保育施設の情報提供の取り組み

　・最低基準（保育士の配置基準等）の改善にむけた取り組み

　・公立の教育・保育施設が担う役割を意識した実践的取り組み
　・民間の教育・保育施設の現状と課題

　・公立の教育・保育施設の建て替えに関する取り組みと自治体の実施状況

　・公立の教育・保育関係職場の民営化、民間移譲、統合問題に対する実践的取り組み

　・非正規職員の処遇改善、組織化の取り組み

　・「子どもの権利」具体化の取り組み

　・人権保育、障害児保育の取り組み

　・多文化(国籍や民族、生活習慣など)共生の教育・保育施設の取り組み

　・環境教育、環境保育の取り組み

　・アトピー、アレルギー食など食の改善の取り組み

　・教育・保育関係職場での労働安全衛生体制充実への取り組み

　・幼・保・小・放課後児童クラブとの連携の実践的取り組み　

　・児童館･学童保育に関する地方版子ども子育て会議への取り組み

　・各自治体での学童保育新基準について

　・学年延長の本格実施における現状と課題について

　・放課後児童クラブにおける基準省令、基準を上回った条例制定への取り組みと成果について

　・放課後児童クラブにおける基準省令について、基準を下回った条例制定への現状と課題について

　・「放課後子ども総合プラン」における各自治体の進捗状況と課題について

　・保育士等の処遇改善、人材確保および育成に関する取り組み

（２）書式と文字数、添付資料

　・原稿は、Ａ4サイズ(2枚～5枚程度)でお願いいたします。

　・原稿のはじめに、①表題、②県本部･単組名、③文書の責任者(執筆者)を、必ず記入してください。

　・添付資料がある場合、その分量は原稿を補足する程度でお願いいたします。
（３）現行・資料送付先

　①電子メールでの送付の場合

　・データーは、Microsoft Word（ワード方式）もしくはテキストデーターで作成したものに限ります。

　・メールの件名に「保育集会レポート」と明記の上、下記のアドレスまでお送り下さい。
　　e-mail:seto@jichiro-hokkaido.gr.jp

　②郵送による場合

　〒060－0806　札幌市北区北6条西7丁目　北海道自治労会館
　自治労北海道本部総合政策局　社会福祉評議会　保育集会担当　あて

※送付方法は、①か②いずれかの一方でご送付下さい。併用して送付いただく必要はありません。

（４）レポート提出期限

　レポートの提出締め切りは、2015年6月10日（金）道本部必着でお願いします。

６．参加費・宿泊・申し込み等
（１）参加費等（予定）

　おひとり　　7，000円

　　（内訳：資料代3，500円、会場費等2，500円、2日目の昼食代1，000円）
　（注1）分科会等の企画によっては別途教材費が発生することがあります。

　（注2）集会期間中の保育・学童保育の費用は子ども1人4，000円/日です。
　（注3）3日目のフィールドワーク参加については、別途参加費が必要です。

（注4）1～2の費用については、参加費とともに別途道本部より請求します。

       注3のフィールドワーク参加費は、新潟コープトラベルセンターより参加者に直接請求がされます。
（２）宿泊関係

　自治労旅行センターで【別紙３：宿泊施設一覧表】にある宿泊施設を手配しています。手配した宿泊先から集会会場へは徒歩圏内か公共交通機関（JR等）を利用して向かうことの出来る範囲に位置しています。宿泊に関するお問い合わせは自治労旅行センター（担当：原田さん　℡：03－3263－0279）にお願いします。

（３）参加申し込み・締め切り

　参加申込については、例年どおり道本部で一括集約を行います。なお、申し込み締め切り日は5月27日（金）を予定しています。
（４）集会期間中の保育・学童保育について

　期間中に参加者を対象に保育・学童保育を行います。希望される方は、【別紙１：申込用紙】の備考欄にも「託児希望」と明記して下さい。別途、【別紙４：保育・学童保育申込用紙】にも必要事項を記入していただき、5月27日（金）までに道本部まで報告願います。
７．その他
ご不明な点は、自治労北海道本部自治体政策部（担当：瀬戸・渡部）までお問い合わせ下さい。

　（℡　011－747－2311）
以　上

